
おもな学校感染症一覧表 
      

    

第１種 新感染症予防法の１類・２類感染症(結核をのぞく)  治癒するまで出席停止 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、重症急性呼吸器症候群(病原体がＳＡＲＳコロナウイルスに限る)、痘そう、ペスト、マー

ルブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎(ポリオ)、ジフテリア、重傷急性呼吸器症候群（病原体が MARS コロナウイルスであるも

のに限る）、鳥インフルエンザ(Ｈ５Ｎ１) ＊上記の他、新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び新感染症 

第２種 飛沫感染するもので、児童生徒の罹患が多く、学校において流行を広げる可能性が高いもの 

病   名 出席停止期間 主 な 症 状 
侵入 

経路 

潜伏 

期間 

感染可

能期間 

好発 

季節 

新型コロナ 

ウイルス感染症 

発症した後５日を経過しかつ、 

症状が軽快した後１日を経過 

するまで      ＊２、３ 

発熱・咳・息苦しさ・倦怠感・喉

の痛み・頭痛・味覚または嗅覚の

消失 など 

飛沫 

接触 

2～7 

日 

発症の 2 日

前から発症

後 7～10 日

程度 

なし 

インフルエンザ 

（鳥インフルエンザ

H５Ｎ１を除く） 

発症した後５日を経過しかつ、解

熱後２日（幼児にあっては３日）

を経過するまで     ＊２ 

発熱、頭痛、関節痛、鼻づまり、 

くしゃみ、たん 

気道 

飛沫 

1～３

日 

発病後 

３～５日 
冬 

百日ぜき 
特有のせきが消えるまで又は５

日間の適正な抗菌性物質製剤に

よる治療が終了するまで ＊２ 

初めは軽いせき、のどの発赤がみ

られる。発病後１週間くらいから

コンコンというせきが出る。 

気道 

飛沫 
1～2間 

発病後 

28 日 
夏 

麻疹(はしか) 
解熱後３日を過ぎるまで  

＊２ 

発熱、せき、鼻水、目やに。頬の

内側に白い斑点(コプリック斑)が

できる。 

発熱後４日目より皮膚に発疹。 

気道 

飛沫 

9～12

日 

発疹の出る

５日前から

出た後の 

４日間 

冬～春 

流行性耳下腺炎  

(おたふく風邪) 

耳下腺、顎下腺又は舌下腺の 

腫脹が発現した後５日を経 

過し、かつ、全身状態が良好 

になるまで      ＊２ 

37～38℃の発熱、まず片側、次

に両側のあごの後ろが大きくはれ

て痛む。 

食欲不振。 

飛沫 1～2週 
発病前７日

から発病後

９日間 

冬～春 

風疹 

(３日ばしか) 
発疹が消えるまで   ＊２ 

発熱、発疹、耳の後ろ、首、わき

の下がはれる。のどや結膜が充血

する。 

気道 

飛沫 
2～3週 

発疹の出る

７日前から

出た後の７

日間 

春～夏 

水痘 

(水ぼうそう) 

すべての発疹が痂皮化するま

で          ＊２ 

水疱のある発疹が体中に出る。 

かさぶたとなり、先に出たものか

ら治っていく。 

気道 

飛沫 
2～3週 

発疹の出る

１日前から 

出た後の６

～７日 

冬～春 

咽頭結膜熱  

(プール熱) 

主要症状が消退した後２日を

過ぎるまで      ＊２ 

発熱、のどの痛み、結膜炎、首の

リンパ節の腫れがみられることが

ある。 

気道、結

膜、接触

汚染 

5～７

日 

発病後 

2～3 週 
夏～秋 

結核 
病状により学校医その他の医

師において感染のおそれがな

いと認めるまで 

初期は自覚症状なし。Ｘ線で発見され

ることが多い。疲労感、寝汗、微熱、

体重減少、肩こり、せき、たん 

飛沫 
１～２ヶ

月 

治癒する

まで 
なし 

髄膜炎菌性髄膜炎 

病状により学校医等において

感染のおそれがないと認める

まで 

発熱、悪寒戦慄、髄膜炎症状（頭痛、

嘔吐、けいれん、意識障害）と点状出

血斑、敗血症症状。劇症では、ｼｮｯｸ・

多臓器不全に注意。 

飛沫 ２～４日 
治癒する

まで 
なし 

＊２ 症状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めた場合は、この限りでない。 

＊３ 出席停止期間終了後も、発症から 10 日を経過するまではマスクの着用が勧められています。 

第３種 飛沫感染が主体ではないが、学校において流行を広げる可能性があるもの 

流行性角結膜炎 

病状により学校医その他

の医師において感染のお

それがないと認めるまで 

涙がよく出る。目やに、異物が入って

いる感じ。結膜の充血。 

気道、結

膜、接触

感染 

5～7 日 
発病後 2

～3 週間 
春～夏 

急性出血性 

   結膜炎 
きつい充血。出血してくる。 

結膜 
汚染物 

1～2 日 
発病後 

5～7 日 
春～夏 

腸管出血性大腸菌 

感染症(O-157 など) 

激しい腹痛ではじまり、数時間後に水

様性の下痢をおこす。嘔吐、吐き気。 
口 3～5 日 

検便で菌が

陰性化する

まで 

初夏～

初秋 

他に、コレラ、細菌性赤痢菌、腸チフス、パラチフス、その他の感染症｛マイコプラズマ肺炎、溶連菌感染症、流行性嘔吐下痢症（感染性胃腸炎）

など｝  

 湖南市立日枝中学校 

学校感染症と診断された場合は、学校保健安全法第 1９条により、本人の休養と流行を防ぐため、出席停止となります。 
なお、学校感染症の種類や期間については、以下のように学校保健安全法施行規則に定められています。 

★出席停止の取り扱いには、診断した医師による証明書が必要となります。 
  証明書は学校にありますので、下記の疾病と診断されましたら速やかに学校へ連絡ください。 

★感染の疑いがある場合は、早めに受診していただき、医師の指示に従ってご家庭で休養してください。 


